
テーラーメイドDXを実現
クラウド型BIツールを用いた
経営管理効率化ツールの開発

9月28日(木)清水ユウスケ



1.自己紹介
2.想定顧客と課題
3. ソリューションの特徴
4.開発までのステップ
5.データ分析
6.進め方
7.実績

Case1.農家の請求書自動作成ツール
Case2.売上分析システム
Case3.農家向け JGAP対応 作業&コスト管理システム

8.質疑応答



1.自己紹介

清水裕介



2.想定顧客と課題

-顧客が抱えるデジタル化に関する課題
-デジタル化の効果不明瞭
-デジタル化の具体的なステップ不明確
- コンサルティング会社の高コスト
- IT人材不足
-市販の商品がマッチしない
-会社規模に対する不安(まだ早い)
-今できてるから問題ない



3. ソリューションの特徴

-低価格、早期実現、効果的なデジタル化
- アジャイル開発に基づいたテーラーメードのシステム提供
-オリジナルだけど安い早い



4.開発までのステップ

-大規模な開発プロジェクトに比べてコストと時間を最小限に抑える
- ヒアリングとコンサルティングの重要性
-市販品と無料ソリューションの優先利用



5.データ分析

-デジタルトランスフォーメーションのデータ活用価値
-本物のデータに基づいたデジタル経営の実現
-データ蓄積後のアイディア引き出し
-デジタル経営のディスカッション



6.進め方

-ウェブ会議を基本としたコミュニケーション
-対面コスト削減

＜



7.実績

-全国(九州、東海、関東)の農業生産者、商社、飲食店等10件ほどとご契約
- 1件あたり平均1万円で1-2個の簡易システムを提供
(金額根拠は自分自身の稼働時間✕単価。正直ちょっときついです。)



Case1.農家の請求書自動作成ツール

■ 課題

： 毎月月末に納品書の束(約300枚)から請求書を作成しているが、ミスも多く時間がかかる

■ 解決方法

：日々の出荷データをスマホで記録し、毎月月末に自動的に請求書が作成される仕組みを構築。

取引先とPDFやウェブ画面を使った帳票取引が可能になり、印刷や郵送の手間も省けるように



Case2.売上分析システム

■ 課題

：日々の業務に追われて経営状況が見えていない。

確定申告以外で売上利益や単価をしっかり分析し、クイックに事業に反映させていきたい

■ 解決策

：売上をリアルタイムに把握。即時に分析画面で経営状態を把握し年単位だった経営改善を月単位、週単位に短縮



Case3.農家向け JGAP対応 作業&コスト管理システム

■ 課題

：作物を作るのにどれだけコストがかかっているかわからない。

作業メモはとっているが、いかせていない。

(一般的な栽培管理システムは)入力項目が細かく多く自分では使いこなせない。

■ 解決策

：農場に最適化され、タップ回数を最小限に抑えた作業&コスト管理システムを構築。日々の作業メモを取ることで
1. JGAPに対応 / 2.作物を作るコストがわかる(大体) を実現。



8.質疑応答

ご清聴ありがとうございます。

想定QAを紹介します。

Q. Excelなどでもできそうな仕組みもあります。なぜ自分でExcelを作らないのでしょうか？
A. ITが苦手な方がおおいからです。またExcelだとデータ活用ができないからです。

Q.世の中に様々な経営管理システムや栽培管理システムがありますがそれらとの違いは？
A.機能的な違いはありません。むしろ世の中の無料、有料の様々なシステムのほうが機能が沢山あり優秀です。

Q. では、なぜ市販品より高い金額を払って、このソリューションを利用する人がいるのでしょうか？
A.機能が多すぎて使いこなせない。そもそも何ができるのかわからない。細かい項目の修正ができない。などの理由です。

Q. そもそもパソコンがないのですが。
A. カカクコムでおすすめのパソコン一緒に探します。


